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仙北市学校教育に関する

アンケート調査結果

１ 

仙
北
市
の
現
状

　
平
成
28
年
５
月
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
、

１
７
８
５
人
（
児
童
数
１
１
７
０
人
、
生

徒
数
６
１
５
人
）。
急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、

市
町
村
合
併
時
（
平
成
17
年
度
）
と
比
較
し

て
、
小
学
校
数
が
３
校
減
少
、
小
学
校
児

童
数
が
９
８
６
人
の
減
少
、
中
学
校
生
徒

数
が
２
７
７
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
34
年
度
の
推
計
で
小
学
校
児
童
数

９
０
２
人
（
平
成
28
年
比
２
６
８
人
減
）、

生
徒
数
４
１
４
人
（
平
成
28
年
比
２
０
１

人
減
）
と
な
っ
て
い
て
、
児
童
生
徒
数
は

今
後
も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
は
小
学
校
２
校
が

複
式
学
級
（
内
１
校
は
複
式
学
級
が
２
学

級
）
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

２ 

学
校
と
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
た
め

の
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
性
格
を
有

し
、
防
災
、
子
育
て
、
地
域
の
交
流
の
場

な
ど
、
様
々
な
機
能
を
併
せ
持
ち
、
地
域

の
宝
で
あ
り
、
活
力
の
源
に
も
な
っ
て
い

る
。
学
校
の
適
正
配
置
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
思
い
や
地
域
に
果
た

す
学
校
の
役
割
、
機
能
も
十
分
に
考
慮
し

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
学
校
教
育
は
、
地
域
の
未
来
の
担
い

手
で
あ
る
子
供
た
ち
を
育
む
営
み
で
も
あ

る
。
地
域
を
ど
う
す
る
か
、
こ
の
よ
う
な

子
供
た
ち
の
将
来
の
雇
用
の
場
の
確
保
や

定
住
促
進
な
ど
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
在
り

方
の
観
点
か
ら
の
議
論
も
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
学
校
は
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源

等
を
教
育
活
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
活
性
化
し
、
子
供
た
ち
が
地
域
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
様
々
な
役
割
を

担
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
活
気

と
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
と
学
校
と
の
交
流
・
連
携
は
、

学
校
適
正
配
置
後
も
し
っ
か
り
と
継
続
し
、

よ
り
よ
い
関
係
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

３ 

具
体
的
な
検
討
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
学
校
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

で
あ
り
、
地
域
の
宝
、
活
力
の
源
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
地
域
に
学
校
を
存
続
さ
せ
た

い
と
い
う
の
が
委
員
会
の
総
意
で
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
学

校
適
正
配
置
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ

と
も
や
む
な
し
と
考
え
る
。

【
統
合
の
検
討
に
入
る
べ
き
状
況
】

①
小
学
校
に
お
い
て
は
、
継
続
し
て
複
式
学

級
が
発
生
し
、
か
つ
全
校
児
童
数
が
50

人
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

②
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学
年
内
に
複
数

の
学
習
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合

　
具
体
的
に
は
、
１
学
年
１
学
級
の
学
校

で
、
継
続
し
て
全
て
の
学
級
の
人
数
が

15
人
を
下
回
り
、
か
つ
全
校
生
徒
数
が

45
人
を
下
回
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

③
上
記
①
、
②
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
近
隣
の
学
校
へ
の
就
学
指
定
校

変
更
を
希
望
す
る
傾
向
が
顕
著
に
表
れ

て
き
た
場
合

問合せ  　仙北市教育委員会 北浦教育文化研究所　☎43-3387

対象者 対象数 回収数 回収率

市民 2,000 808 40.4％

保護者 1,595 1,352 84.8％

児童・生徒 424 413 97.4％

※市民　　保護者以外の18歳以上の市民（抽出）

※保護者　　保育園、幼稚園、小・中学校の保護者（全員）

※児童・生徒　市内小学校6年生・中学校3年生（全員）

調査対象等

回答項目 市民 保護者
児童・
生徒

基礎的・基本的な知識・技能を

身に付ける教育
16.1％ 17.6％ 51.3％

マナーや社会のルールを身に付

ける教育
17.8％ 16.9％ 35.6％

集団の中で表現力やコミュニ

ケーション能力を育てる教育
11.3％ 18.0％ 32.2％

学校教育に望むこと（上位3項目）

回答項目 市民 保護者
児童・
生徒

児童生徒一人一人に目が行き届き，きめ

細かな指導が行われているか心配
14.9％ 24.9％

豊かな人間関係や多様な集団形成が図ら

れやすい環境になっているか心配
18.0％ 18.8％

集団の中で多様な考えに触れ，協力し合っ

たり切磋琢磨したりする学習が行われて

いるか心配
13.1％ 9.2％

学校について、心配に思っていること（上位3項目）

❶ 小学校

回答項目

対象別 地区別（数値は、市民・保護者・児童の合計の割合）

市民 保護者 児童
角館・

雲沢地区
中川地区 白岩地区

生保内・
田沢地区

神代地区
西明寺
地区

桧木内・上
桧木内地区

統合する必要がある 8.9％ 5.5％ 38.5％ 9.7％ 11.8％ 9.0％ 4.1％ 7.5％ 15.9％ 17.9％

状況によっては統合する必要がある 43.4％ 45.1％ 46.5％ 44.8％ 48.9％ 30.1％ 31.1％ 48.4％ 43.7％

統合する必要はない 29.6％ 34.6％ 54.5％ 28.2％ 31.6％ 30.1％ 47.8％ 46.4％ 22.4％ 27.2％

よく分からない 14.6％ 12.9％ 7.0％ 13.5％ 10.5％ 10.5％ 15.3％ 12.7％ 11.5％ 9.3％

無回答 3.5％ 1.9％ 0.0％ 2.1％ 1.3％ 1.5％ 2.7％ 2.3％ 1.8％ 1.9％

❷ 中学校

回答項目

対象別 地区別（数値は、市民・保護者・生徒の合計の割合）

市民 保護者 生徒
角館・中川・白
岩・雲沢地区

生保内・
田沢地区

神代地区 西明寺地区
桧木内・

上桧木内地区

統合する必要がある 9.8％ 6.7％ 22.5％ 6.1％ 5.0％ 8.0％ 22.4％ 25.0％

状況によっては統合する必要がある 39.2％ 34.5％ 30.9％ 28.6％ 31.9％ 47.8％ 39.9％

統合する必要はない 32.1％ 41.8％ 67.6％ 45.3％ 47.8％ 43.5％ 16.9％ 22.3％

よく分からない 14.2％ 15.0％ 9.9％ 14.8％ 15.4％ 14.6％ 11.8％ 10.8％

無回答 4.7％ 2.0％ 0.0％ 2.9％ 3.2％ 2.0％ 1.1％ 2.0％

学校の統合について

　
今
後
の
市
内
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
市
民
の
代
表
12
人

で
構
成
さ
れ
る
「
学
校
適
正
配
置
研
究
検
討
委
員
会
」
か
ら
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
提
言
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　仙北市教育委員会では、よりよい学習環境や

生活環境を整備し、今後の学校教育を充実さ

せていくためにアンケート調査を実施し、そ

の結果がまとまりましたので、概要をお知ら

せします。

　なお、アンケート結果の詳細は、市ホーム

ページに掲載しています。
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